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4. M R I によるγ2緩和時鰭は、運動穫後{こ欝{立!と
増加しその後初分まで低下するが、 128寺鶴J;t務外様
広務、内鰯広務、中部広務などで増加がみられた。
対照群と銭群との優位の撃はみられなかった。
以上のことから、 30Hz低周波綴還議{率、エキセント
リックな運動負荷f去の筋綴と務力低下の予防!と効薬が
みられたおに運動負荷による務損傷と穆畿の議濯でど
のように鑓わったかは今後の検討議鐙である。
選発性筋肉蕗低隊法錨遜議筋力低下
